
 

児童生徒が主役の授業を目指しましょう！ 
 もうすぐ令和５年度の計画訪問Ａが始まります。授業づくりにおいては「主体的・対話的で深い学
び」の実現に向けて，「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させることが大切になり

ます。そのためには，ＩＣＴを効果的に活用しながら，教師が学習状況を適切に見取って必要な手立

てや支援等の働きかけを行うことが重要です。ＳＳＮにアップしている「奥能登ハンドブック」には，

各教科における見取りの視点や教師の働きかけの姿を掲載しています。ぜひご活用くだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  
ＳＳＮ「いしかわ学力向上プログラム」の「指導事例 学びの１２か条＋（プラス）」

では，たくさんの事例を紹介しています。その中から，中学校国語の新しい事例を紹介
します。今回の新しい事例は，各教科の特質に応じた「見方・考え方」を働かせ，主体的・対話的で
深い学びの実現に向けた授業改善を進める内容となっています。また，話合いや振り返りの場面にお
けるＩＣＴの活用の視点が写真も含めて詳しく掲載されており，小学校や他教科においても，参考に
なります。 

 

第１学年 これまでに学んだ行書の特徴を意識して「実行」を書こう 
～ＩＣＴを用いた話合いや振り返りを通して，行書の特徴への理解を深める事例～ 

     指導事項 知識及び技能（３）我が国の言語文化に関する事項エ（イ） 
 
第２時 友達へのアドバイスを付箋に書いて送り合い， 
それを見ながら，改善点について話し合う交流シート例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
昨年度の訪問でも，多くの学校がＩＣＴを活用し授業改善を試みていました。 

これまで培われてきた工夫とともに，ＩＣＴの新たな可能性を指導にいかすことで，「主 

体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につなげていってほしいと思います。 

No.２ 
    
令和５年５月１日 
 奥能登教育事務所 

 指導課   久保    
 

奥能登通信 

―今年度の重点― 

☆「資質・能力を育む」ための学力向上プラン、授業づくり 

☆不登校の未然防止、早期対応 

スマートスクールネット「学力向上プログラム」より 
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付箋に加えて矢印をつけたり，

囲んだりしながら，アドバイス

を記入する話合いの後，さらに

その友達からのアドバイスを，

第３時の「振り返りシート」に

いかしています。 

書写では示範動画を

活用していたけれど，

動画以外の ICT の活

用もできるな！付箋

機能を使って，書写で

も交流してみよう。 

ポイント 
行書の特徴を表す言葉を使って説明でき

ていない，行書の特徴以外に目が行きがちである

等の場合は，生徒が適切な説明ができるように働

きかけましょう。 

例えば，「相手に伝わるように，行書の特徴を表

す言葉を使いましょう。」と書写の学習における用

語に着目させ，確認することができます。 

 



生徒指導の目的 
生徒指導は，児童生徒一人一人の個性の発見とよさや可能性の伸長と社会的資質・能力の発達

を支えると同時に，自己の幸福追求と社会に受け入れられる自己実現を支えることを目的とする。 

生徒指導の定義 
生徒指導とは，児童生徒が，社会の中で自分らしく生きることができる存在へと，自発的・主体的

に成長や発達する過程を支える教育活動のことである。なお，生徒指導上の課題に対応するため
に，必要に応じて指導や援助を行う。 

生徒指導提要（２０２２年１２月改訂）のポイント 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

即応的 

継続的 
(リアクティブ) 

生徒指導 

  

困難課題対応的 

生徒指導 

 
課題予防的 

生徒指導  

常態的 

先行的 
(プロアクティブ) 

生徒指導 
 

発達支持的 

生徒指導 

生徒指導の４つの視点から教育活動を捉え直そう！ 

自己存在感の感受 
○「自分も一人の人間として大切にされて
いる」という自己存在感を，児童生徒が
実感することが大切 

○自己肯定感や自己有用感を育むことも極
めて重要 

自己決定の場の提供 
○授業場面で自らの意見を述べる，観察・
実験・調べ学習等を通じて自己の仮説を
検証してレポートする等，自ら考え，選
択し，決定する，あるいは発表する，制
作する等の体験が何より重要 

共感的な人間関係の育成 
○失敗を恐れない，間違いやできないこと
を笑わない，むしろ，なぜそう思ったの
か，どうすればできるようになるのかを
皆で考える支持的で創造的な学級・ホー
ムルームづくりが生徒指導の土台 

安全・安心な風土の醸成 
○お互いの個性や多様性を認め合い，安心
して授業や学校生活が送れるような風土
を，教職員の支援の下で，児童生徒自ら
がつくり上げるようにすることが大切 

生徒指導の新しい取組を増やすのではなく，これまで行ってきた教育活動を

生徒指導の視点から捉え直し，意図的に働きかけていくことが大切です。 

自己指導能力を身に付けさせることが大切！ 

生徒指導の目的を達成す

るためには，児童生徒一人

一人に自己指導能力を身

に付けさせることが重要

です。 

※自己指導能力 
 児童生徒が，深い自己理解に基づき，「何をしたいのか」，

「何をするべきか」，主体的に問題や課題を発見し，自己

の目標を選択・設定して，この目標の達成のため，自発的，

自律的，かつ，他者の主体性を尊重しながら，自らの行動

を決断し，実行する力 

２軸３類４層構造を理解し発達支持的生徒指導を充実させよう！ 

２軸 ３類 

時間軸 
に着目すると 

課題性とその対応の 

種類から分類すると 
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発達支持的 
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第４層 

第３層 

第２層 

第１層 

課題予防的生徒指導 

課題未然防止教育 

課題早期発見対応 

困難課題対応的 

生徒指導 

生徒指導の重層的支援構造 いじめや不登校など特別な指導・援

助を必要とする特定の児童生徒を対

象に，様々な関係機関との連携・協働

による課題対応を行います。 

全ての児童生徒を対象に，生徒指導

の諸課題の未然防止をねらいとし

た，意図的・組織的・系統的な教育

プログラムを実施します。 

特定の課題を意識することなく，全て

の児童生徒を対象に，全ての教育活

動において進められる生徒指導の基

盤となるものです。 

課題の予兆行動が見られたり，問題

行動のリスクが高まったりするな

ど，気になる一部の児童生徒を対象

に，初期の段階で諸課題を発見し，

対応します。 

重
視 


